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地域のヒーロー
～守りたいものは、あるか～

■第 61 回長野県消防ポンプ操法大会で見事　「優勝」
　令和元年 7 月 28 日に飯田市で開催された、第 61 回長野県消防ポンプ操法大会で

「安曇野市消防団第11分団」（穂高）が第2部小型ポンプ操法（長野県13チーム中）で優勝しました。
　安曇野市発足後、初めての快挙であり、早朝より重ねた練習の成果を発揮し、栄冠を手にし
ました。

令和初！令和初！
安曇野市初！
安曇野市初！
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■
団
長
あ
い
さ
つ

こ
の
た
び
、
令
和
２
年
４
月
１
日
付
け

で
、
２
期
目
の
消
防
団
長
の
職
に
就
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
消
防
団
の
活
動
が
ま

す
ま
す
重
要
さ
を
増
す
今
日
、
改
め
て
そ

の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
、
安
曇
野
市
消
防
団
は
各
種
訓

練
や
特
別
警
戒
、
火
災
予
防
広
報
な
ど
の

活
動
に
加
え
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
設
や

消
防
団
広
報
誌
の
創
刊
な
ど
が
高
く
評
価

さ
れ
、
安
曇
野
市
発
足
後
初
と
な
る
「
長

野
県
民
の
消
防
員
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。今

後
も
災
害
の
な
い
安
全
で
安
心
な
明

る
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
様
々
な
消
防

団
活
動
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
変

わ
ら
ず
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

安
曇
野
市
消
防
団
長　

二
木　

弘

■
令
和
元
年
度

　
　

安
曇
野
市
総
合
防
災
訓
練

令
和
元
年
９
月
１
日
に
防
災
広
場
を
主
会
場
と
し
て
市
総
合
防
災

訓
練
が
開
催
さ
れ
、
自
主
防
災
組
織
、
一
般
参
加
者
、
関
係
機
関
等

約
700
名
が
参
加
し
、消
防
団
も
65
名
が
訓
練
の
補
助
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
は
「
自
助
」「
共
助
」
の
充
実
強
化
を
目
的
・
重
点

事
項
と
し
、
災
害
対
応
力
の
向
上
を
図
る
様
々
な
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

訓
練
内
容
と
し
て
、
市
内
全
域
で
防
災
行
政
無
線
を
使
っ
た
、
シ

ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
、
主
会
場
で
は
初
期
消
火
訓
練
・
防
災
用
品
取

り
扱
い
訓
練
等
、
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
き
ぼ
う
」
で
は
避
難

所
運
営
ゲ
ー
ム
、
本
庁
舎
で
は
応
急
危
険
度
判
定
訓
練
及
び
公
共
土

木
施
設
被
災
状
況
収
集
・
対
応
訓
練
、
そ
の
ほ
か
に
も
堀
金
総
合
体

育
館
や
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
で
も
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
は
、
消
防
団
員
を
含
め
多
く
の
方
の
防
災
意
識
が
高

ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
学
ん
だ
知
識
・
経
験
を
地
域
や
家
庭

に
持
ち
帰
り
、
日
頃
か
ら
の
備
え
や
い
ざ
と
い
う
時
に
は
迅
速
な
活

動
が
で
き
る
よ
う
、
団
員
一
同
今
後
も
研
鑽
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。

団長・副団長
長野県民の消防員表彰状とともに

■消防団　出初式
安曇野市消防団の新春を飾る、出初式を令和 2 年 1 月 12
日に豊科公民館を主会場として開催しました。
式典には、二木団長以下約 400 名の団員が参加し、無火災
を達成した分団への表彰や退職者へ感謝状を贈呈しました。
式典後には、各ブロック、隊ごとに音楽喇叭隊の行進曲に
合わせ、長野県消防ポンプ操法大会第２部「優勝」の第 11
分団の選手を先頭に分列行進を行いました。
今年から観閲場所を安曇野赤十字病院前に変更し、大勢の
皆さんに勇姿と地域防災への決意を見ていただくことができ
ました。
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■
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
訓
練

令
和
元
年
11
月
17
日
に
、
第
１
ブ
ロ
ッ
ク
（
豊
科
）
と
第
４
ブ
ロ
ッ

ク
（
堀
金
）
合
同
で
林
野
火
災
を
想
定
し
た
中
継
送
水
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

林
野
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、山
中
で
は
水
利
確
保
が
困
難
な
た
め
、

麓
の
河
川
か
ら
火
災
発
生
想
定
箇
所
ま
で
動
力
ポ
ン
プ
を
連
結
さ
せ
、

送
水
を
行
い
ま
し
た
。

５
年
程
前
に
山
火
事
想
定
訓
練
を
行
っ
た
時
に
は
、
現
在
配
備
さ
れ

て
い
る
無
線
機
が
無
く
伝
達
手
段
の
課
題
が
残
り
ま
し
た
が
、
今
回
の

訓
練
は
無
線
機
に
よ
っ
て
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
取
れ
、

成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

改
め
て
訓
練
や
無
線
機
の
重
要
性
を
再
確
認
で
き
ま
し
た
。

■
音
楽
喇
叭
隊 

演
奏
会

音
楽
喇
叭
隊
は
、
令
和
2
年
2
月
16
日
に
豊
科
公
民

館
大
ホ
ー
ル
で
、「
第
10
回
吹
奏
楽
と
消
防
ラ
ッ
パ
の

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

音
楽
喇
叭
隊
は
、普
段
、消
防
ラ
ッ
パ
の
喇
叭
部
と
吹

奏
楽
の
音
楽
部
に
分
か
れ
て
団
行
事
や
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、演
奏
会
は
２
つ
の
部
が

１
つ
に
な
っ
て
演
奏
を
披
露
す
る
集
大
成
に
な
り
ま
す
。

第
1
部
は
喇
叭
部
の
勇
猛
な
吹
奏
と
、
消
防
ラ
ッ
パ

は｢

ど
ん
な
音
が
出
る
の
か｣

や
「
チ
ャ
ル
メ
ラ
の
曲
」

な
ど
、
皆
様
が
良
く
知
っ
て
い
る
曲
を
吹
奏
し
、
消
防

ラ
ッ
パ
な
ら
で
は
の
音
を
吹
奏
楽
の
演
奏
と
聞
き
比
べ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

第
2
部
は
音
楽
部
が
演
奏
し
、
流
行
曲
の｢

パ
プ
リ

カ｣

で
は
、
子
ど
も
達
と
一
緒
に
踊
り
、
楽
し
ん
で
も

ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
根
強
い
人
気
の
あ
る
分
団
有
志

に
よ
る｢

消
火
器
の
使
い
か
た｣

を
テ
ー
マ
に
し
た
寸

劇
で
は
笑
い
と
と
も
に
適
切
な
使
い
方
を
学
ん
で
も
ら

い
ま
し
た
。

当
日
は
、小
雨
の
降
る
中
で
し
た
が
、関
係
各
位
の
協

力
、そ
し
て
何
よ
り
来
場
さ
れ
た
お
客
様
の
お
か
げ
で
良

い
演
奏
会
が
開
催
で
き
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

■女性消防隊の活動
女性消防隊は、応急手当普及員の資格を持つ隊員が
15名います。毎年、上級救命講習を受講していますが、
今年は豊科消防署で指導していただき、改めて重要な
ことを再確認することができました。
いざという時には、女性目線で優しい声をかけなが
ら、皆様に接していきたいと思います。
地区の防災訓練などでは、心肺蘇生、応急手当の仕
方、AEDの使用方法をお伝えしたいと思いますので、
要望があれば是非ご連絡ください。
また、一緒に活動する仲間も募集していますので、
お声がけください。
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■
団
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

私
は
消
防
団
に
入
団
し
て
９
年
目
に
な
り
ま
す
。

主
な
活
動
は
月
２
回
の
広
報
活
動
、
春
・
秋
の
火
災
予
防
週
間
中
の
警
戒
、
年
末
特
別

警
戒
、
ポ
ン
プ
操
法
大
会
に
向
け
た
訓
練
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

月
２
回
の
広
報
活
動
で
は
、
火
災
予
防
の
た
め
管
轄
地
区
の
巡
回
を
行
い
ま
す
が
、
そ

の
際
は
、
同
世
代
の
人
た
ち
と
の
交
流
の
場
と
な
り
、
私
の
分
団
で
は
、
仕
事
や
恋
愛
の

話
な
ど
の
相
談
に
も
乗
っ
て
く
れ
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
が
溢
れ
て
お
り
、
お

か
げ
さ
ま
で
私
も
今
年
結
婚
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
出
来
る
点
も
い
い
事
だ
と

思
い
ま
す
。

火
災
現
場
で
の
経
験
に
つ
い
て
も
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
る
火
災
現
場
に
私
が
到

着
し
た
時
は
、
消
火
活
動
の
真
最
中
で
、
物
凄
い
勢
い
で
家
が
燃
え
、
隣
の
家
は
強
い
放

射
熱
に
よ
り
、
網
戸
が
溶
け
、
壮
絶
な
状
況
で
し
た
。
火
災
は
多
く
の
財
産
を
失
い
、
命

ま
で
も
奪
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
た
め
、
火
災
予
防
が
い
か
に
大
切
か
を
改
め
て
感
じ

る
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

仕
事
や
家
庭
な
ど
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
忙
し
い
中
で
、
消
防
団
員
に
な
る
事
に
は
抵
抗

感
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
参
加
し
て
得
ら
れ
る
経
験
は
財
産
に
な
る
と
私

は
思
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
、
一
度
詰
所
な
ど
に
顔
を
出

し
て
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

安
曇
野
市
消
防
団
第
十
五
分
団
第
二
部　

山
田　

雄
大

消防団には皆さんの力が必要です！

安曇野市消防団　団員募集中！  
・市内在住・在勤で１８歳以上の方なら、
　男女問わずどなたでも参加できます。

　「自分たちの地域を自分たちで守りたい―」そんな思いがあれば、誰でも消防団に
参加できます。あなたも「地域防災の要」となる消防団員として活動してみませんか。

お申込み、お問合せは　安曇野市危機管理課　電話：72-6769　平日9：00 ～ 17：00
発行：令和元年度　安曇野市消防団員確保対策委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　安曇野市消防団はこちら⇒

・公務災害補償制度
・被服（活動服等）の貸与
・退職報償金制度
・表彰制度


